
公共施設のコスト計算書

【施設】 鉄骨鉄筋コンクリート造り地下1階・地上3階

閲覧室　340㎡

視聴覚ホール　299㎡ 収容人員　225人

会議室　　　　　　62㎡ 収容人員　　20人

書庫　1,833㎡

【職員の状況】 職員9名　会計年度任用職員6名　計15名

●県債残高（R7.3.31現在）

【行政コスト】 令和 6 年度 (千円） 千円

（年間利用者数）

●コスト指標

【収入項目】 (入館者1人当たりのコスト）

●コスト縮減、利用向上に向けた取組み状況

55,820

●利用の状況

退職給与引当金繰入等

物にかか
るコスト

維持補修費

減価償却費

その他

37,369

952

80,013小計

物件費

その他の
コスト

公債費（利子のみ）

172小計

小計 93,963

行政コスト合計　① 174,148

その他

172

55,642

計　②

4,160

455

4,615

使用料・手数料

その他

国庫支出金

県単独負担額　①－② 169,533

当該年度 構成比

45.9%

45.9%

21.5%

0.5%

32.0%

2.7%

97.3%

0.1%

100.0%

2.4%

0.3%

54.0%

0.1%

37,161

1,951 △ 999

658

3,165

94,096

135

135

54,984

3,639

205,126

474

208,765

37

976

△ 35,593

△ 34,617

995

△ 19

△ 133

37

4,289円

R５ 5,499円

R６ 4,425円

R４

項目 増減

△ 12,93080,013人件費
人にかか
るコスト

△ 21,591

前年度

92,943

△ 34,521

208

21,591

114,534

施設の種類 文書館 施設設置根拠

372,304千円

2,536,000千円

公文書館法、香川県立文書館条例

設置目的
　香川県公文書等の管理に関する条例第２条第４項に規定する特定歴史公文書等をはじめとする、歴史資料として重要な
公文書、古文書その他の記録を収集・整理・保存し、広く県民の利用に供するとともに、これに関連する調査研究を行い、
本県における学術の振興及び文化の向上並びに県政に対する理解の増進及び信頼の向上に資する。

2,908,304千円整備事業費 施設の概要

施設運営方法 直接運営　

施設名 香川県立文書館

所在地 高松市林町2217番地19 供用開始年度 平成６年度

文書館入場料

視聴覚ホール　貸館

会議室　貸館

県債

一般財源

　新型コロナウイルス感染症対策として実施していた貸館施設（視聴覚ホール、会議室）の利用人数の制限を廃止したこと
により、利用者数及び使用料収入が増加するとともに人件費が減額になったことにより、一人当たりのコスト負担が減少し
た。　今後とも、管理運営費の節減に努めながら、県民の身近な題材をテーマとした企画展示の開催や、ホームページの
充実、マスメディアの活用など、幅広く広報を行い利用者数の増加を図る。

観覧料

無料

時間当たり　3,660円

時間当たり　1,150円

利用料金

41,938人

R６ 39,366人

R４

R５ 37,963人

行政コスト計算書
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令和4年度

令和5年度

令和6年度

使用料 83円

県負担額 4,307円 その他収入 12円

行政コスト 4,425円

使用料 79円

県負担額 5,404円

その他収入 33円

行政コスト 5,499円

入館者1人当たりのコスト負担の状況

使用料 106円

県負担額 4,177円

その他収入 12円

行政コスト 4,289円


